
5： 慢性骨髄性白血病（CML）／骨髄増殖性腫瘍(MPN)【小児】 

 

1. WG メンバーリスト 

氏名 所属 診療科 

責任者 

石田 悠志 
岡山大学病院 小児科 

嶋田 博之 慶應義塾大学病院 小児科 

村松 秀城 名古屋大学医学部附属病院 小児科 

安井 昌博 北九州市立八幡病院 
小児救急・小児総合医療センター 

（血液腫瘍・造血細胞移植チーム） 

嶋田 明 自治医科大学 小児科 

森 麻希子 埼玉県立小児医療センター 血液・腫瘍科 

鈴木 喬悟 
地方独立行政法人東京都立病院機構 東京都立

小児総合医療センター 
血液・腫瘍科 

慶野 大 神奈川県立こども医療センター 血液・腫瘍科 

爲房 宏輔 高知医療センター 小児科 

 

2. 会議開催記録（2024 年 1 月-12 月） 

 

3. メーリングリストによる意見交換 （メーリングリスト開設から 2024 年 12 月末時点まで） 

（  884  ）回 

 

4. WG の今後の活動方針・抱負など 

2022年に研究 5-3「小児・AYA 世代の慢性骨髄性白血病(CML)に対する骨髄非破壊的移植(RIST)の成績」

（PI；嶋田博之先生）が Transplantation and Cellular Therapy 誌に、2023 年に研究 5-5「小児・若年成人にお

ける、進行期 CMLに対する同種造血細胞移植の成績」（PI；石田悠志）が American Journal of Hematology

誌に掲載されて以降、小児WGからの研究提案がない。今年度は石田が PIとして AP-CMLに対する研究を

立案する予定であったが、疾患の経過についての詳細が十分に得られず立案に至らなかった。小児CMLは

大変稀であることから、上記研究のように AYA 世代を含むか、もしくは海外との共同研究が望まれる分野で

ある。後者については、EBMT の小児部門（PDWP）責任者と共同研究についての相談を開始した。大変あり

がたいことに新規メンバーも参加しており、次年度は希少疾患である小児CML/MPNについて具体的な研究

立案が進められるよう、WG 内で検討を進めたい。 

 

日時 場所 会議内容 

2024年 3月 23日 東京国際フォーラム 成人 WG と合同、今後の研究内容についての議論 

   


